
第５次愛知県環境基本計画と
関連施策

愛知県 環境局 環境政策部 環境政策課
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SDGs達成に向け、環境を原動力に経済・社会
が統合的に向上する「環境首都あいち」

2023年11月27日(月) /愛知大学



環境局

環境政策課

県民事務所等（7カ所）

環境活動推進課

地球温暖化対策課

生活環境地盤対策室

水大気環境課

自然環境課

資源循環推進課

各種審議会など

環境調査センター

東三河支所

廃棄物監視指導室
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環境局の組織

環境政策部
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１ 愛知の50年の環境のあゆみ

２ 第5次愛知県環境基本計画

３ 環境局の主な取組
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環境問題の変遷

ごみやし尿の不衛生な処理→ハエや蚊の大量発生、伝染病

地球温暖化、オゾン層の破壊等

環境問題の変遷
衛 生 問 題衛 生 問 題

産 業 公 害産 業 公 害

都市生活型公害都市生活型公害

地球環境問題地球環境問題

急速な工業化に伴う過度の環境負荷
→大気汚染、水質汚濁等

都市化の進展、ライフスタイルの変化
→廃棄物の増大、生活排水、近隣騒音等



スモッグにおおわれた名古屋市街地
（左：１９６８年、右：１９７０年）

ばい煙を排出する工場群（１９６９年）

大気汚染の状況（1970年頃）
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常滑市の黒煙を排出する工場群 （１９７１年）

名古屋中川区（１９７０年）



木曽川に流入する工場排水
（１９６８年９月）

魚のへい死
（１９６９年６月） 6

水質汚濁の状況（1970年頃）



赤潮の発生
プランクトンが異常に増殖し、海
水の色が赤色や褐色に変色する
現象。

苦潮（青潮）の発生
海底付近の貧酸素水塊が、強い風な
どにより表層に湧き上がり、海面が青
色に変色したり白濁する現象。
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水質汚濁の状況（近年でも毎年発生）
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環境問題の解決に向けた政策 ①

 産業公害 …「公害」

政策 ① 規制的手法

② 被害者救済

国：許可・事前届出、立入検査制度

県：法の執行

条例による上乗せ・横出し規制

衛 生 問 題衛 生 問 題

産 業 公 害産 業 公 害

都市生活型公害都市生活型公害

地球環境問題地球環境問題



環境法の体系

環

境

基

本

法

総 則

環境保全
の基本的
施策

費用負担
財政措置

環境審議
会等

公害等の定義・環境の保全に関する理念

事業者等の責務

環境基本計画・公害
防止計画の策定等

環境基準の設定

環境影響評価の推進

環境保全上の支障を
防止するための
枠組み・規制

①特定工場における公害防止組織の整備に関する法律
②環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律

大気汚染

水質汚濁

土壌汚染

騒 音

振 動

地盤沈下

悪 臭

化学物質

廃棄物・
リサイクル

③大気汚染防止法 ④道路交通法 ⑤電気事業法 ⑥ガス事業法、⑦自動車から排出される
窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法
⑧特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律 等

⑨水質汚濁防止法 ⑩浄化槽法 ⑪海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律
⑫瀬戸内海環境保全特別措置法 等

⑬農用地の土壌の汚染防止等に関する法律、⑭土壌汚染対策法

⑮騒音規制法、⑯道路交通法 等

⑰振動規制法、⑱道路交通法 等

⑲工業用水法、⑳建築物用地下水の採取の規制に関する法律

㉑悪臭防止法、㉒化製場等に関する法律

㉓化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律
㉔特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律
㉕ダイオキシン類対策特別措置法
㉖ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法
㉗放射性物質汚染対処特別措置法

㉘循環型社会形成推進基本法 ㉙廃棄物の処理及び清掃に関する法律
㉚資源の有効な利用の促進に関する法律
㉛容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律
㉜特定家庭用機器再商品化法、㉝建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
㉞食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律
㉟使用済自動車の再資源化等に関する法律
㊱使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
㊲プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律

㊳国土利用計画法、㊴都市計画法、㊵建築基準法等

㊶自然環境保全法、㊷自然公園法、㊸鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律
㊹絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
㊺特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律、㊻自然再生推進法
㊼温泉法、㊽エコツーリズム推進法、㊾生物多様性基本法 等

土地利用

自然環境

環境保全上の支障を防止
するための経済的措置

環境の保全に関する施設
の整備等

環境負荷の低減に関する
製品等の利用の促進

㊿下水道法、㉙廃棄物の処理及び清掃に関する法律

①国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
②国等における温室効果ガスの排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律

環境教育・情報提供等
③環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律
④環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律

紛争処理・被害者救済
⑤公害紛争処理法、⑥公害健康被害の補償等に関する法律
⑦石綿による健康被害の救済に関する法律 等

地球環境保全・国際協力等

⑧地球温暖化対策の推進に関する法律、⑨気候変動適応法
⑩フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
⑪美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境並びに
海洋環境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律

⑫公害防止事業費事業者負担法
⑬公害の防止に関する事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律

環境省 中央環境審議会

都道府県・市町村 環境審議会

環境省 公害対策会議

2022年10月末現在

環境影響評価法

【出典】令和４年版愛知県環境白書
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愛
知
県
環
境
基
本
条
例

総

則

環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
施
策

環境保全に関する基本理念

県の責務
市町村に対する協力
事業者の責務
県民の責務

・愛知県庁の環境保全のための行動計画
・空き缶等ごみの散乱の防止に関する条例

2022年10月末現在

環境基本計画の策定

環境影響評価の推進

規制等の措置

経済的措置

公共的施設の
整備等の推進

教育、学習及
び自発的活動
の促進等

情報の提供

・愛知県環境基本計画

・愛知県環境影響評価条例、同条例施行規
則 等

（環境保全全般）
・県民の生活環境の保全等に関する条例、
同条例施行規則

（大気保全関係）

・大気汚染防止法第4条第1項に基づく排
出基準を定める条例

・愛知県窒素酸化物及び粒子状物質総合

対策推進要綱 等
（水質保全関係）

・水質汚濁防止法第3条第3項に基づく排
水基準を定める条例

・小規模事業場等排水対策指導要領、愛知
県ゴルフ場農薬適正使用指導要綱 等

・浄化槽法施行細則、浄化槽保守点検業者
の登録に関する条例

・愛知県浄化槽指導要領
（土壌・地下水関係）
・愛知県土壌汚染等対策指針
（廃棄物関係）
・廃棄物の適正な処理の促進に関する条例、
同条例施行規則

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
細則

・愛知県産業廃棄物適正処理指導要綱 等
（地盤沈下関係）
・工業用水法施行細則
・小口径井戸指導要領 等
（自然環境保全関係）
・自然環境の保全及び緑化の推進に関する
条例、同条例施行規則

・愛知県立自然公園条例、同条例施行規則
・鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化
に関する法律施行細則

・温泉法施行細則

調査研究・
監視等

地域環境保全委員

地球環境の保全等
の推進

・地域環境保全委員設置要綱 等

・愛知県地球温暖化対策推進条例
・あいちアジェンダ21
・あいち地球温暖化防止戦略2030 等

・愛知県弥富野鳥園条例
・愛知県環境学習等行動計画2030 等

愛知県における環境保全関係
条例等の体系

・愛知県産業廃棄物税条例

【出典】令和４年版愛知県環境白書 10
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環境問題の変遷公害健康被害者への補償
■公害健康被害補償法
認定された健康被害者の方へ療養の給付等を行う制度

・第二種地域：水俣病、イタイイタイ病など疾病と原

因物質との関係が明らかで、原因者

が特定できるもの（全国で５地域）

・第一種地域※：著しい大気汚染による疾病が多発し

た地域（全国で41地域）

愛知県内では、名古屋市、東海市が第一種地域とし
て指定されていた。

※大気環境の改善により第一種地域はすべて1988年に

指定解除（以降は、新たな患者認定を行っていない）。



愛知県の大気汚染の状況（年平均値）
大気汚染物質濃度の経年変化（県全域の年平均値）

12自動車排ガス測定局一般環境大気測定局

二酸化硫黄(SO2) 二酸化窒素(NO2)

一酸化炭素(CO) 浮遊粒子状物質(SPM)

微小粒子状物質(PM2.5)光化学オキシダント(Ox)



・河川のBODは改善傾向
・湖沼のCODは改善傾向であるが、数値的にはまだ高いレベル
・海域のＣＯＤは、概ね横ばい

BOD、CODはともに有機物量を表し、汚れの指標となるもの

愛知県の水質の状況（年平均値）

水環境の状況

13

河川、湖沼、海域におけるBOD又はCODの推移（年間平均値）
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環境問題の解決に向けた政策 ②

 都市生活型公害 …「分散型公害」

特徴 日常生活の活動も原因

被害者が原因者になることも

規制的手法だけでは対処が困難

① 日常の環境保全意識の促進

② 社会経済システムやライフスタイルの見直し

衛 生 問 題衛 生 問 題

産 業 公 害産 業 公 害

都市生活型公害都市生活型公害

地球環境問題地球環境問題
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環境問題の解決に向けた政策 ③

地球環境問題 …「環境負荷」

総合的・長期的な計画

＋α の政策

① 経済的手法

② 情報的手法

③ 自主的取組促進手法

衛 生 問 題衛 生 問 題

産 業 公 害産 業 公 害

都市生活型公害都市生活型公害

地球環境問題地球環境問題
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大気中のCO２濃度（温室効果ガスの増加）

気象庁ウェブサイトより



17
海岸に打ち上げられたごみ 2018年10月2日 佐久島（西尾市）

海岸漂着物
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１愛知の50年の環境のあゆみ

２ 第5次愛知県環境基本計画

３ 環境局の主な取組



第5次愛知県環境基本計画（2021年2月策定）
SDGs達成に向け、環境を原動力に経済・社会が統合的に向上する「環境首都あいち」

愛知県環境基本計画（1997年８月策定）
「あいち環境社会」の実現

(循環を基調とした社会、多様性が尊重され共生が進む社会、
文化的で感性豊かな社会、自立と協働が進む社会)

第２次愛知県環境基本計画（2002年９月策定）第２次愛知県環境基本計画（2002年９月策定）
「循環」、「共生」、「安心」、「協働」を通して「あいち環境社会」を実現

「自然の叡智に学ぶ持続可能な循環型社会づくり」を実現

第３次愛知県環境基本計画（2008年３月策定）
「脱温暖化」、「資源循環」、「自然共生」、「安全・安心」、「参加・協働」を通して

「自然の叡智に学ぶ持続可能な循環型社会づくり」を実現

【社会経済情勢の変化】 【地球環境の危機的状況】

■位置づけ︓環境の保全に関する長期的な目標及び施策の方向を示すもので、
本県の環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために策定。

19

愛知県環境基本計画

第４次愛知県環境基本計画（2014年5月策定）
県民みんなで未来へつなぐ「環境首都あいち」



計画期間：2021～2030年度

20

環境と社会の

統合的向上

地球温暖化対策

資源循環

安全・安心の確保

自然との共生

行動する人づくり

環 境

環境の各分野の統合的向上

環境と経済の

統合的向上

経 済 社 会

ＳＤＧｓ達成に向け、環境を原動力に経済・社会が
統合的に向上する「環境首都あいち」

 「地球温暖化対策」、「自然との共生」、 「資源循環」、 「安全・安心の確保」の
各分野について、新たな課題への対応も含め取り組む

 ＳＤＧｓを理解・認識した「行動する人づくり」やパートナーシップによる連携・
協働を推進

第5次愛知県環境基本計画



第5次愛知県環境基本計画 重点施策の設定

「環境首都あいち」の実現を目指して

21

複数の課題を統合的に解決する施策のうち、特にＳＤＧｓの多くの
ゴールに貢献する９つの施策を重点施策として位置づけ推進

① 再生可能エネルギーの導入拡大・徹底した
省エネルギーの促進と環境産業の振興

② 次世代自動車の普及拡大

③ 「あいち方式2030」推進プラットフォームの構築

④ 地域循環圏づくり
⑤ プラスチックごみゼロ
⑥ 食品ロス削減

⑦ 海域の生物多様性や水産資源の生産性を
考慮した水質改善

⑧ ＳＤＧｓの普及促進

⑨ 誰もが学べるあいちの環境学習による
人材育成と自主的取組の促進



第5次愛知県環境基本計画 環境と経済・社会との統合的向上

と経済・社会との統合的向上
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第5次愛知県環境基本計画 環境と経済・社会との統合的向上
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第5次愛知県環境基本計画 環境と経済・社会との統合的向上
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第5次愛知県環境基本計画 数値目標

「環境首都あいち」の実現を

25

各取組分野に進捗管理指標（合計21項目）を設定

目標（2030年度）現状（計画策定時）主な項目取組分野

46%削減2.7%削減温室効果ガス総排出量
の削減率(2013年度比)

地球温暖化
対策

県内野生絶滅種
の新規発生ゼロ

絶滅した動物：32
種、植物：50種

野生生物の絶滅回避

自然との共生 左記７種の定着
阻止

県内で初期確認段
階の特定外来生物
（7種※）

外来種の定着防止
（※）外来アリ4種（ヒアリなど）、ク
ビアカツヤカミキリ、カミツキガメ、
ヒガタアシ

239万t
1,557.3万t

251.5万t
1,608.4万t

廃棄物の排出量
（上段：一廃、下段：産廃）資源循環

480g/人・日517g/人・日家庭系ごみ排出量

全項目･全地点
で達成

大気Ox：0%
河川BOD：94%
海域COD：45% 等

環境基準の達成状況
安全・安心の

確保

50%を上回る7.7％ＳＤＧｓの理解度行動する人づくり

※資源循環は2026年度
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１愛知の50年の環境のあゆみ

２ 第5次愛知県環境基本計画

３ 環境局の主な取組
地球温暖化対策、自然との共生、資源循環、

安全・安心の確保、行動する人づくり



1994.3 あいちエコプラン21
〜全国に先駆けて県計画を策定〜

2005.1 あいち地球温暖化防止戦略
2012.2 あいち地球温暖化防止戦略2020
2018.2 あいち地球温暖化防止戦略2030

目標︓温室効果ガス総排出量を
2013⇒2030年度で26％削減

長期目標︓2050 年頃に持続可能な
低炭素社会を実現する

2022.12 あいち地球温暖化防止戦略
2030(改定版)

目標︓温室効果ガス総排出量を
2013⇒2030年度で46％削減

長期目標︓2050 年までにカーボン
ニュートラルの実現を目指す

地球温暖化対策 〜計画の策定〜

27

全国排出量の約６％で、全国最多レベル
産業部門の割合が全国に比べて高い

部門別温室効果ガス排出量
（2020年度推計）

国のカーボンニュートラル宣言や、温室効果ガス排
出削減目標の引き上げ等を踏まえて戦略2030を改定



地球温暖化対策 〜計画の推進〜

2003年度～ 住宅用太陽光発電施設の導入補助
2015年度～ 家庭用エネルギー管理システム（HEMS）、

燃料電池、蓄電池などを対象に拡大
2016年度～ 集合住宅を追加
2019年度～ 補助メニューに住宅の断熱性能を高める

設備を追加
2022年度～ 太陽熱利用システムを補助メニューに追加

住宅用地球温暖化対策設備導入補助

地球温暖化対策計画書制度

中小事業者向けの「あいち省エネ相談」

低炭素水素サプライチェーン事業

ＣＯ2 排出量を削減し、地球温暖化を防止するため、省エネ活動の促進や再
生可能エネルギー等の導入拡大を促進

あいちＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ 県民運動

愛知県約24万基
（2022年12月末）

全国第一位

愛知県気候変動適応センター

28

グリーンボンド（県債）の発行

あいちＣＯ２削減マニュフェスト2030



○ 本県独自に、EV・PHV・FCVに対し、課税免除（購入年＋５年）を実施

EV・PHV・FCV総普及台数：33,030 台（全国第１位） （2022年３月現在）

補助額補助対象車種

400千円（上限）電気自動車（EV）

200千円（定額）プラグインハイブリッド自動車（PHV）

600千円（定額）燃料電池自動車(FCV）

＜補助対象の車種及び補助額（白ナンバー乗用車の例）＞

29

自動車税種別割の課税免除

「先進環境対応自動車導入補助金制度」

中小企業、旅客・貨物運送事業者等の事業者に対して、ＥＶ等を購入
する際の費用の一部を補助

地球温暖化対策 〜計画の推進〜
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自然との共生 〜生物多様性保全の取組〜
「人と自然が共生するあいち」の実現に向けて、県内における生物多様性保全の取組を推進

重点プロジェクトＡ〜Ｊの
【目標】

Ａ 湿地の保全活動
Ｂ 県内の野生絶滅種の新規発生

を「ゼロ」にする
Ｃ 初期確認段階の特定外来生物

の定着防止
Ｄ 生態系ネットワーク協議会

市町村の生物多様性施策推進
Ｅ「生物多様性」の普及
Ｆ ニホンジカの生息頭数の適正

管理
Ｇ 保全活動団体と事業者のマッ

チング、開発事業における環境
配慮工法等の反映率

Ｈ 茶臼山及び伊良湖休暇村の利
用促進

Ｉ 国際情報の県内への報告
Ｊ 生物多様性サポーターの拡大

30
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ユース（大学生等）を中心とした生物多様性保全活動

経済・社会の基盤である「生物多様性」の保全に、次代を担う「ユース世代」が中心となって
取り組むことが、「持続可能な社会」の構築につながる

【考え方】

生物多様性 あいち学生プロジェクト
〇「愛知県ＳＤＧｓ未来都市計画」に基づき、2019年度よりスタート

〇ユースを中心とした協働による生物多様性保全活動を推進するため、愛知県が県内
９地域の生態系ネットワーク協議会とも連携の上、ユースによる保全活動をサポート

自然との共生 〜あいち学生プロジェクト〜

【これまでの活動事例】

②企業の取組体験①保全活動体験 ③活動アイデア検討

生物多様性を切り口としたＳＤＧｓ達成に向け、活動継続中（※参加学生募集中）

（写真：ソニーの森での森林整備体験） （写真：トヨタの森）



自然との共生 〜あいち森と緑づくり事業〜

2009年度に「あいち森と緑づくり税」を創設し、森と緑の持つ様々な公益的機能
の発揮のため、森林、里山林、都市の緑を整備保全等の取組を推進

32

環境活動・学習推進

緑のカーテン育生

環境局
事業

ビオトーブ整備

里山体験学習



資源循環 〜減量化・資源化・適正処理〜

廃棄物の減量化や資源化を推進し、また、最終的に残った廃棄物の適正

な処理を確保するため、県民、事業者、市町村、県等がそれぞれの責任と役
割を認識し、相互に協力、連携して取組を推進

・３Ｒの促進や適正処理等に関する環境学習 ・各種リサイクル法
・食品ロス削減 ・レアメタルを含む有用金属の再利用 ・海岸漂着物の処理

３Ｒの取組促進

愛知県災害廃棄物処理計画による災害時のごみ処理体制の構築

排出事業者・処理業者に対する、廃棄物の適正処理の監視・指導の徹底

・優良産業廃棄物処理業者の育成
・不適正処理の未然防止（監視パトロールなど）
・食品廃棄物の不正転売事件を受けた再発防止対策の実施

食品ロスの削減・ごみゼロ社会推進あいち県民大会

・災害廃棄物を迅速かつ適正に処理
①市町村連携 ②分別・選別の徹底と再資源化促進 ③民間事業者との連携

海岸漂着物対策の推進

33



資源循環 〜循環ビジネスの支援〜

循環ビジネスの発掘・創出、事業化から円滑な事業継続までを支援

・循環ビジネスセミナーや、環境先進企業の
見学会等の実施

・コーディネーターによる相談・技術指導

・先導的で効果的なリサイクル施設等の整備
や循環ビジネスの事業化検討に対して補助

・企業展示会に、愛知県が環境ビジネスコー
ナーを設け、中小企業のＰＲをサポート

・優れた環境技術や環境活動を「愛知
環境賞」として表彰

循環ビジネスの発掘・創出

循環ビジネスの事業化

情報発信など事業の継続支援

34

環境先進企業への見学会

中小企業の展示会出展に対する支援



資源循環 〜サーキュラーエコノミーの推進〜

35



安全・安心の確保 〜良好な環境の保全〜

安全で安心して暮らせる社会の前提となる大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、
地盤沈下、騒音、振動、悪臭などへの対策を着実に実施

・大気環境や水環境（河川、湖沼、海域）の監視・測定
・工場・事業場等への規制・指導
・アスベストの飛散防止対策

・騒音規制法、振動規制法、悪臭防止法に基づく市町村の規制の支援

・地下水質の監視・測定
・土壌・地下水汚染の未然防止、汚染判明時の指導・調査
・地盤沈下、地下水位の監視・測定
・工業用水法、県条例等に基づく地下水揚水規制

大気環境・水環境の保全

土壌環境・地盤環境の保全

騒音・振動・悪臭の防止

36

・環境影響評価制度の的確な運用
・PCB廃棄物の適正な保管および期限内処理の推進
・災害発生時における体制の強化
・中小企業者等が進める公害対策への融資・利子補給

環境汚染の基盤となる施策・その他

災害廃棄物図上演習

河川水質調査

愛知県環境調査センター



安全・安心の確保 〜三河湾環境再生〜

県民の里海である三河湾の環境を再生し次世代へ贈るため、多様な主体による
「三河湾環境再生プロジェクト－よみがえれ！生きものの里“三河湾”－」を実施

・海の生きものに触れ合う展示、海の幸の試食等

・干潟の生きものや水質浄化機能等の観察に加え、
干潟の保全活動体験を盛り込んだ体験会を開催

・県立三谷水産高校の実習船「愛知丸」を活用し、
水質・底質の調査など体験型学習会を実施

・三河湾に関わるＮＰＯ、企業、業界団体、教育機関、行政等が連携・協働
し て、プロジェクトを推進

・2019年にシンボルマークとサポーターズカード作成

参加型イベント「三河湾大感謝祭」

三河湾環境学習会

三河湾環境再生体験会

三河湾に関心を持ってもらうため、
・三河湾を知ってもらう
・三河湾に触れてもらう
・三河湾の魅力を高める

三河湾環境再生パートナーシップ・クラブ

三河湾の環境再生に向けて、事業を展開
・三河湾について知る、学ぶ機会の提供
・里海再生に向けた調査活動
・ＮＰＯ等の活動支援

シンボルマーク

サポーターズカード
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行動する人づくり
未就学児童から中高年・シニアまで、世代に応じた持続可能な社会の担い手を育成
する「人づくり」を推進

＜あいち環境学習プラザ＞
社会見学に対応した
環境学習

＜もりの学舎キッズクラブ＞
自然体験型の環境学習

＜あいちの未来クリエイト部＞
地域の環境を調査・研究し、教材を作成

小･中学生
高校生

＜もりの学舎ようちえん＞
自然を体感するプログラム
の実施

＜指導者養成＞
未就学児童向け
プログラムの
ノウハウを習得

未就学児童

＜あいち環境塾＞
講師からの講義や意見交換を行い、環境に関する
政策や事業モデルを提言

＜あいちecoティーチャー＞
講師として養成した中高年・シニ
ア世代を活用し、環境学習を実施

社会人
中高年・シニア＜かがやけ☆

あいちサスティナ研究所＞

企業現場での研究活動

大学生
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企業から提示された環
境課題に対し、大学生
が企業とディスカッシ
ョンし、解決策を提案
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パートナー企業（2015年〜2023年度で41企業が参画）

プログラム概要

40人

2023年度 ㈱アルペン、㈱ウッドフレンズ、㈱加藤建設、㈱サンゲツ、
敷島製パン㈱、西尾信用金庫、㈱バローホールディングス、㈱マキタ

2022年度まで ㈱コメダ、㈱サーラコーポレーション、中京テレビ放送㈱、
中部テレコミュニケーション、日本ガイシ㈱、㈱吉本興業㈱

パートナー企業



年間スキーム

オリエンテーション・開所式
START

成果発表準備
解決策をBrush UP︕

企業環境活動研究４日間
企業の担当者とdiscussion
学生目線で課題検討

成果発表会（2023.12.10 名城大学）
※写真は昨年度の成果発表会の様子 40



成果発表会2023

41



県民の方の脱炭素・循環型ライフスタイルへの転換や行動変容を促すため、

５つの「エコアクション」に対して、「あいちエコアクション・ポイント」を本年２月から発行

行動する人づくり 〜環境配慮の促進〜
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〜日本最大級のSDGs推進フェア〜
SDGs AICHI EXPO 2023

日程：2023年10月５日（木）～７日（土）

場所：Aichi Sky Expo【愛知県国際展示場】

テーマ：多彩な力で実現するサステナブルな未来

 多様な主体のネットワーク化
の促進

 SDGsの普及・浸透

企業、学校、NPO等によるブース出展

内容 多様なステージイベント

子供も大人も楽しめるワークショップ

愛知県

構成
団体

一般社団法人中部SDGs推進センター

環境パートナーシップ・CLUB（EPOC）

日本青年会議所愛知ブロック協議会

NPO法人愛知環境カウンセラー協会

国際連合地域開発センター（UNCRD）

国際協力機構（JICA）中部センター 等

目的

SDGsをみんなの手で
🔍

https://sdgs-aichi.com/
行動する人づくり 〜 SDGsの普及促進〜

43

https://sdgs-aichi.com/
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企業、NPO、大学・高校など125団体がSDGsの取組を紹介ブース出展

ステージイベント 愛知県ブース
木で作られた街をイメージした
ブースで県の取組を体感

SDGsに関するセミナー・講演、
SDGsお笑いステージ、等を実施

行動する人づくり 〜SDGs AICHI EXPO 2023〜



① 全ての県民がいつまでも暮らしていたい
と思える、日本一環境にやさしいあいち

② 環境と経済成長が好循環しているあいち

③ 多様な主体が連携して環境保全活動に取
り組み、地域が活性化している魅力ある
あいち

を目指して、環境施策に取り組んでいます
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